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1  は  し  め  に

ダイズは固定窒素と吸収窒素の 2つの窒素源をもってい

る。低温及び少照は根粒の着生と活性及び根による窒素の

吸収・代謝に対して影響を及ぼすことが予想される。 しか

し,その詳細は明らかでない。そこで低温・少照下での乾

物増加,根粒活性及び地上部移動主要窒素化合物について

検討 した。

2試 験 方 法

品種ナンプンロメを4Lポ ットの人口培地 (パーライト
,

パーミキュライト,鹿沼土)に 6月 25日 に播種した。出芽

後ガラス室内で,培養液を与えながら38日 間養成した後 ,

10日間の低温 (昼/夜 :15℃ /13℃)あ るいは低温・少照

(15℃ /13℃ ,50%遮光)処理を行 った,培養液の窒素

(硝酸態窒素使用)濃度はOmM(NO区 ),05mM(05
区)及び10mM(N10区 )の 3レベルとした。処理開始 8

日日より3日 間培養液中の窒素についてのみ `Nに替え

ていN(20atom%)を与えた。処理終了後,子葉節位で

切断し,溢泌液を 3時間にわたつて採取した。根及び溢泌

液の硝酸態窒素,ア スパラギン態窒素,ウ レイド態窒素並

びにこれら成分中の16N濃
度を測定した。

また,品種ナンプシロメをクロボク土と鹿沼上を2:1
の比で混合した培地で播種後29日 間生育させた後9日 間低

温,少照処理し,根粒を根につけたままでアセチレン還元

能を測定 した。処理個体の還元能は処理温度の15℃で測定

した。

3 結果及び考察

低温又は低温・少照処理10日間の個体当たり乾物増加量

と窒素吸収量を図 1に示 した。両者はNO区及びN05区

ではほぼ同程度に低温,低温・少照の1慣に減少 したが,N
10区では窒素吸収量の減少がやや小さい傾向にあった。こ

のことは低温,少照下において主に固定窒素に依存するダ

イズの窒素集積量は乾物増加量に比例するが,硝酸態窒素

に依存する場合は窒素集積が若千進むことを示している。

根粒に対する影響を表 1に示した。根粒の数と重さは低温 .

少照下でも増加したが,そ の程度は明らかに抑制された。

根粒数はNO区よりN05区で多かった。 このことから個

体の大きいN05区で光合成産物の根部への分配量が多 く
,

根粒着生を促進 したと思われる。N10区 の根粒は自色で正

常とは考えられなかった。両条件下での根粒重の増加割合

は数の増加割合より大きい。 したがって低温,少照下での

根粒重の増加は数より1粒重の増加促進によつてもたらさ

れた。また根粒重の増加と乾物重の増加の関係は直線関係

にあつた。低温,少照下での根粒重の増加は乾物生産に規

制されると考えられる。

溢泌液中の成分組成について表2に 示した。NO,N05

区ではウレイドが主体であるが,窒素源が硝酸態窒素のみ

のN10区 では硝酸態窒素とアスパラギンが主体であった。

これら成分に対する低温,少照の影響をみると,NO区の

両成分は大きく減少 した。とくにアスパラギンで顕著であっ

た。一方N10区 ではいずれの成分も減少割合は小さかった。

これに対し,N05区は窒素源として固定窒素と硝酸態窒

素の両方を持つため,各成分はNO区 とN10区の中間の変

動を示した。そこで,こ れら成分の両窒素源に出来する量

を1'N分析値から計算し,表 3に示した。窒素固定由来の

アスパラギン,ウ レイドはいずれも低温,低温・少照によっ

て顕著に減少 したが,硝酸態窒素由来のアスパラギン,ウ

レイドは大きな低下を示さなかった。表 4に アセチレン還

元能について対照区を100と した指数で示 した。還元能は

明らかに低温,少照の影響を受け低 下した。処理期間が長

くなるほど影響が大きくなる傾向が認められた。低温,少

照下における窒素固定能は溢泌液中のウレイド及びアセチ

レン還元能の低下から明らかに低下すると言える。

還元能は固定量に換算できる。 しかし現在までに得られ

た結果では換算率に変動が認められている。そこで,表 3

に示した 3成分に占めるウレイ ドの割合を使って,N05
区の処理期間中の窒素固定量を計算したところ図 1のN05

区の値に比べ 1～ 2割少なく,指数では5%小さい値が得

られた。このことは窒素源として固定窒素が卓越する条件

下では溢泌液のウレイド窒素を使って窒素固定量の測定が

可能であることを示している1)。

窒素源が硝酸態窒素のみである場合 (N10区 ),溢泌液

中の主要成分は低温,低温・少照によって減少するが,図

1に示すN10区 の窒素吸収量の減少ほどでない。高濃度の
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図 1 低温、少照処理 (10日 間)

表 1 根粒に対する低温,低温 ,少照の影響

NO     N0 5    N10

中の乾物増加及び窒素吸収量

表 3 根粒または根由来のアスパラギン及びウレイ ド

に対する低温,少照の影響

表2 溢泌液中の主要窒素成分に対する低温,少照の

影響

注 N05区の結果:単位μm01/3h・倒れ 根及動 のA師 ―おヽ

渕曳 Ureid-6N濃度及び溢泌液中の量を使って計算しれ

表4 根粒のアセチ´ン還元能に及ぼす低温, 低温・

少照の影響

硝酸態窒素で生育させた場合の溢泌液中の成分量は実際の

吸収量を反映しなからた。この理由については不明である。

4 ま と め

低温,少照は根粒着生を抑制 し,窒素固定能及び硝酸態

窒素吸収を低下させた。窒素吸収量,溢泌液中の成分及び

アセチレン還元能への影響の程度から低温,低温・少照下

では窒素固定より,窒素吸収が卓越すると考えられた。
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